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南西面外観

　
当
社
の
強
み
は
﹁
現
場
力
﹂
で
す


現
場
に
隠
れ
て
い
る
課
題
を
自
ら
発
見

し

自
ら
解
決
し
て
い
く
力
の
こ
と
で

す

こ
の
姿
勢
は
私
が
入
社
当
時
か
ら

変
わ
ら
ず

今
回
の
現
場
も
同
じ
気
持

ち
で
臨
み
ま
し
た

東
西
方
向
に
長
く

限
ら
れ
た
敷
地
の
上

Ｊ
Ｒ
線
と
の
南

面
境
界
か
ら
わ
ず
か


と
い
う
難
条

件
が
重
な
り
ま
し
た

海
か
ら
も
近
く

風
が
強
い
中

無
足
場
で
の
施
工
を
行

う
た
め
資
材
や
工
具
を
飛
来
・
落
下
さ

せ
ず
に
安
全
に
効
率
良
く
進
め
る
こ
と

が
最
重
要
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た


　
仮
設
計
画
で
は
高
層
棟
と
低
層
棟
の

間
を
﹁
後
工
区
﹂
と
し

こ
の
エ
リ
ア

と
道
路
使
用
許
可
を
得
た
北
面
道
路
を

鉄
骨
建
方
な
ど
の
作
業
ヤ

ド
に
し
ま

し
た

鉄
骨
建
方
は

鉄
骨
柱
コ
ラ
ム

ス
テ

ジ
に
地
上
で
ネ

ト
を
設
置
し

小
物
類
の
飛
来
・
落
下
を
防
止
し
つ
つ


外
部
周
り
を
先
行
し
て
建
方
し
て
垂
直

ネ

ト
を
張
り

内
か
ら
外
へ
の
飛
来

落
下
を
防
止
す
る
手
順
で
す


　
外
壁
Ｐ
Ｃ
工
事
で
は
外
部
の
垂
直
ネ


ト
を
一
時
的
に
外
す
必
要
が
あ
り
ま

す

内
部
ス
ラ
ブ
上
で
他
工
種
の
施
工

を
同
時
進
行
さ
せ
る
た
め

各
フ
ロ
ア

に
外
部
用
の
ネ

ト
以
外
に
二
重
に
垂

直
ネ

ト
を
設
置
す
る
こ
と
で
作
業
区

画
を
作
り

ス
ム

ズ
か
つ
安
全
に
施

工
で
き
ま
し
た


　
高
層
棟
は
最
高
高
さ

・
８

と
高

松
市
内
で
４
番
目
に
高
い
建
物
で
す


本
社
や
支
社
支
店
と
も
施
工
計
画
を
検

討
し

よ
り
良
い
計
画
を
見
出
し
て
い

き
ま
し
た

ま
た

実
際
の
作
業
を
確

認
し

危
険
性
が
あ
る
場
合
は
さ
ら
に

良
い
計
画
へ
と
臨
機
応
変
に
対
応
し
ま

し
た
元
請
か
ら
の
指
示
だ
け
で
な
く


自
ら
安
全
・
品
質
を
高
め
よ
う
と
す
る

職
長
会
の
積
極
性
に
も
非
常
に
助
け
ら

れ
ま
し
た


　
村
崎
学
園
様
の
熱
い
ご
要
望
に
応
え

る
べ
く

﹁
か
ゆ
い
所
に
手
が
届
く
対

応
﹂
を
心
掛
け

使
い
勝
手
の
良
い
建

物
に
仕
上
げ
る
こ
と
を
念
頭
に

約
３

年
間

こ
の
難
工
事
に
関
係
者
全
員
で

努
力
し
て
き
ま
し
た

こ
の
工
事
が
無

事
に
竣
工
で
き
た
の
も

す
べ
て
の
関

係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の

と
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す


　
西
松
建
設
株
式
会
社
四
国
支
店

　
文
理
大
高
松
工
事
事
務
所

　
所
長
　
国
安
卓

　
学
校
法
人
村
崎
学
園
が
学
園
創
立
１
３
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

高
松
市
に
建
設
し
て
い
た
徳
島

文
理
大
学
高
松
駅
キ

ン
パ
ス
が
完
成
し
た

香
川
県
さ
ぬ
き
市
に
あ

た
香
川
キ

ン
パ
ス
を
全
面
移
転


理
工
学
部
や
文
学
部
な
ど
５
学
部

学
科
３
研
究
科
の
教
室

研
究
施
設

図
書
館

食
堂
な
ど
を
備
え
る


Ｊ
Ｒ
高
松
駅
近
接
の
都
市
型
キ

ン
パ
ス
と
し
て
４
月
に
開
学
す
る

設
計
・
監
理
は
教
育
施
設
研
究
所

施

工
は
建
築
工
事
を
西
松
建
設

設
備
工
事
を
四
電
工
が
担
当
し
た


アリーナ 大講義室 研究実験室

　――完成に寄せた思いを聞かせてください。
　学生と教職員合わせてまず人が高松市中心部に移動することになり
ます。学生には新キャンパスを拠点にしつつ、高松をフィールドに街の人
と触れ合い、積極的に地域を盛り上げてほしいです。建物が一つに集約さ
れた利点として、自分の学科だけでなく、共用のフロアや他学科のフロア
にも行きやすくなります。活発な交流に期待します。ＭＲＩの最新実機を
はじめ、実習施設を充実させました。
　――新キャンパス整備が受験者に好影響を与えました。
　香川県内在住の受験者が大幅に増えました。香川県は学生の地元残留率
が低いのが課題でしたが、地元にとどまることを選択してくれたのは喜ば
しいことです。本学の学問系統が学生のニーズに合ってきたと言えます。
特に新キャンパスと同じタイミングで開設する経営学科が好調です。経営
という観点では、高松オルネや香川県立アリーナ、プロムナード、マンダ
リンオリエンタルと開発が続くサンポート地区が教材になります。また、
徳島キャンパスの受験生が増えるという有り難い余波もありました。都心
に移転して学生が増えたというだけでは駄目です。カリキュラムをさらに
充実させていきます。
　――設計・施工者にメッセージを。
　本学にとって新しくキャンパスを作るのは約年ぶりです。私を含め、
ほとんどの教職員にとってゼロからのスタートとなりました。皆さんには
こちらの要望に真摯（しんし）にご対応いただくと同時に、計画当初から
学生にとって使いやすい形をいろいろと提案してもらいました。まさにか
ゆいところに手の届く対応で、学生ファーストの建物に仕上げてください
ました。整備に携わった関係者の名前が載る銘板を設置します。いつも一
緒になって考えてくださった皆さんにとって誇りになる建物になれば嬉し
いです。

　創立周年を迎える徳島文理大学の香川キャンパス全面移転プロジェ
クトです。
　香川県さぬき市にある．のキャンパス機能を、四国の玄関口である
ＪＲ高松駅の隣接地に移転・集約し、５学部学科３研究科の教室、研究
施設、食堂、大講義室、図書館、体育館からなる「都市型キャンパス」と
して整備しました。
　施設は地上階・地下１階の高層棟（東棟）と地上８階の低層棟（西棟）
からなり、施設中央にＥＶ・エスカレータを集約することで効率的な移動
動線としました。
　高層棟（東棟）は主に研究室・講義室で構成され、１階には食堂、地上
階には瀬戸内海を見渡す茶室と展望デッキを配置しました。低層棟（西
棟）には音楽ホールとしても利用できる席の大講義室、図書館、体育
館を設け、屋上に人工芝の屋外運動スペースを配置しました。
　図書館は６・７階の施設中央に設け、立ち寄りやすく協働学習が可能な
学びと交流の拠点となるよう計画しました。その他、建物各所のラウンジ
整備、食堂の営業時間外の学習利用への活用など、学生の居場所の充実を
図っています。
　敷地の東西にはエントランス広場、薬草園を設け地域に公開された都市
空間を整備するとともに、正面玄関となるピロティ空間には敷地の高低差
を活かしたベンチを設け、地域との交流促進を図っています。

　株式会社教育施設研究所　設計本部計画部　木戸直規
■工　事　名徳島文理大学高松駅キャンパス新築工事
■発　注　者学校法人村崎学園
■設計・監理株式会社教育施設研究所
■音　響　設　計株式会社永田音響設計
■施　　　工西松建設株式会社四国支店（建築）

株式会社四電工（設備）
■構造・規模高層棟はＳ・ＳＲＣ造地下１階地上階建て延べ２万，㎡

低層棟はＳ造８階建て延べ１万，㎡
■所　在　地高松市浜ノ町８の（敷地面積，㎡）
■工　　　期年４月１日～年月日

写真提供：西松建設


